
東北地方太平洋沖地震（H23.3.11）より（福島県南相馬市） 平成 28年（2016 年）熊本地震（Ｈ28.4.14）より（熊本県益城町）この印刷物は、カラーユニバーサルデザインに対応しています。

死者
6,434人

いつきてもおかしくないといわれている南海トラフ巨大地震。
阪神・淡路大震災などの大地震で犠牲になった方々の多くが
住宅の倒壊や家具の転倒による圧死でした。
地震に強い家に住み、家具の固定をすることで
来るべき地震に備えましょう。

大がかりな耐震改修は時間と費用がかかる･･･

でも、あきらめないで !!
住宅が倒壊しても安全な空間を
確保できる方法があります。

◉安全な空間の確保のために
家屋が倒壊しても安全な空間を確
保できる装置を住居内に設置するこ
とで、高齢者や障害者など自力で
避難することが困難な方への対策を
行うことができます。
「耐震シェルター」と「防災ベッド」
があり、いずれも耐震改修工事に
比べて安価に設置でき、住みなが
らの工事や短期間での設置も可能
です。

ベッドまわりなど、部屋の一部を鋼鉄製
のフレームなどで覆い、建物の倒壊や
落下物から寝ている人の身を守ります。

建物が倒壊しても壊れない耐震構造物
(シェルター )を部屋の中に設置し、中
にいる人の身の安全を確保します。

耐震シェルター 防災ベッド

犠牲者のうち
家屋の倒壊などにより
圧死された方

阪神・淡路大震災の
人的被害

84％
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耐震性は大丈夫 家具の固定をしましょう

建替え（解体）

耐震改修工事

耐震シェルター
防災ベッド

耐震性が低い

（耐震診断）
耐震性の把握

安全な空間の確保

建物は安心

●安全空間の確保！
　寝室、幼児・高齢者のいる部屋にはなるべ
く、家具を置かない。また、部屋の出入り
口付近や廊下、階段等に物を置かない。
●家具の正しい設置・使用を行う！
　重い物を下に、軽いものを上に収納して重
心を下げ、じゅうたんや畳の上に、背の高
い家具を置かない。

転倒防止のポイント
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